
新校舎建設マスタープラン等説明会 

【問い合わせ先】 
立川市教育委員会 教育総務課 

042-523-2111（内線：2474）  

平成29年１月27日（金）・28日（土） 



2 

学校統合の経過 もくじ 

 

Ⅰ 統合の経過・スケジュール等 
Ⅱ アンケート結果等 
Ⅲ 検討委員会での主な検討項目
Ⅳ 学校づくりの理念・建設方針（案） 
Ⅴ 配置案 
Ⅵ （平成30年度からの）仮設校舎について 
 



3 

学校統合の経過 

 
 

Ⅰ 統合の経過・ 
  スケジュール等 

 
 
 



 
 
 平成32年度にけやき台小は301人（11学級）、若葉小は278人（11学級）となるが、8年後の
平成35年度には両校合わせた児童数（7歳～12歳人口）は480人まで減少することが予想さ
れる。平成32年度では両校ともにほぼ適正規模に近づくが、平成35年度以降は両校ともに
小規模校となることが予想される。 

 立川市の「基本的な考え方」や文部科学省の「手引」における適正規模を保つことは難しく、
「統合を含めて環境を検討する」状況となる。 

児童数及び学級数の推移と就学予定者数推計 

請願について 

  ２校を統合することにより、小規模校による様々な課題の解消につながるため 

 
けやき台小学校と若葉小学校を統合すること（平成２７年９月１０日教育委員会決定） 
 
けやき台小学校の土地に新校舎を建設すること（平成２７年９月１８日市長決定） 
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学校統合の経過 Ⅰ-１ 統合の経過 

 
 
平成27年3月議会 に「けやき台小学校と若葉小学校の統合及び新学校
建設に関する請願」が提出され、採択された。 



区 分 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 

建替え・マスタープラン 

基本設計・実施設計 

地域説明会 

若葉小学校へ一時移転（新校設
立） 

仮設教室 
（不足する教室分） 

新学校建設（建替え） 

Ⅰ-２ 新校舎移転までのスケジュール 

 新生小学校の設立時と同様に２校の児童が平成30年度に若葉小を使用した時から
「新学校」とする。その後、平成33年度に建替えた校舎へ移転する。 

平成30年4月に新学校設立。 
平成33年4月に移転。 

作成 

若葉小学校を使用し授業実施 

（この時点でけやき台小学校と若葉
小学校を閉校し、新たな学校として
スタートする。） 仮設建設 仮設解体 

改修 校舎解体 建替え工事（２年） 移転 

基本・実施設計 

マスタープラン・設計説明 
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区 分 検討状況 

新校舎建設マスタープラン 

 平成28年8月から、学識経験者、公募市民、地域団体からの推薦があっ
た方、学校長などで構成する新校舎建設マスタープラン検討委員会を６回
開催し検討してきた。 
 また、保護者アンケートやワークショップ、教職員へのヒアリング調査を行
い、これらの意見を反映し、学校の配置案を作成した。 

通学路の安全対策 
 警察や学校関係者、市関係部署などで構成する通学路安全対策検討委
員会にて、児童の通学時の安全対策のため、通学路の実地調査などを行
い、五日市街道の横断箇所などについて検討してきた。 

新学校の校名等 

 新校名の募集（応募144件）は終了し、現在、校名の選定に入っている。
今後は、新学校設立検討委員会で絞り込み、教育委員会で選定後、議会
の議決を得ることとなっている。 
 校歌、校章等は、新校開校後に決定していく。  

教育課程 
平成30年度からの統合がスムーズにできるよう、平成29年度の教育課

程や年間行事についての調整をしている。両校の教員を中心に検討し、小
学校同士の連携や、中学校区内の連携をさらに進めていく。 

わかばっ子の発行 
 統合状況をお知らせするおたよりとして、今まで3回にわたり発行。今後も
逐次お知らせしていく。 

Ⅰ-３ 今までの検討状況など 
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学校統合の経過 

 
 

Ⅱ アンケート結果等 
 
 



アンケート結果について 



アンケート結果について 

アンケート及びワークショップにて出された意見について 
  

① テーマ：校舎の配置と屋外学習環境の充実 
      広い校庭、水はけの良い校庭、遊具の充実、校舎に近い菜園や畑の設置、校庭の 
         芝生化、プールの改築、動物とのふれあい、山やトンネル等遊具の充実、屋上を 
         校庭として補助利用、校庭に出やすいつくり、紫外線防止の日除け 

 
② テーマ：学習環境の充実・子どもたちが集える場・発表できる場 
      授業の際に集中できる学習環境（隣の教室の音が聞こえない）、図書室の充実、 
         特別支援学級の充実、環境について考える事が出来る学校、目の行き届くつくり、 

         開放的な教室づくり  
 

③ テーマ：居心地のよい生活空間・安心安全な学校 
      学校に行くことが楽しくなる様なデザイン、廊下幅の広い校舎、子どもたち 
      の収納の充実、エアコンの設置、トイレ等の衛生設備の充実、明るい校舎、 
      木質化でぬくもりのある校舎、体格差に応じた設備、バリアフリーな校舎、 
      空が見える教室、広く感じられる工夫 
 
④ テーマ：学校を支える地域ボランティアの場・防災拠点の整備等 
      同窓会室の設置、お年寄りの憩いの場、地域の方が使える部屋、地震や災害に 
         強い学校、コミュニティの場所、地域利用について不特定多数の方が出入りする 

         ことに対する不安がある、朝の校門が開くまでの敷地内の待機スペース   
 



アンケート結果について 



アンケート結果について 



アンケート結果について 
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学校統合の経過 

 
 

Ⅲ 検討委員会での 
主な検討項目 

 
 



敷地をどう捉えたか 



・敷地北側の交差点が「人・自転車・車」で混雑 
・北側にある門を登校時に使っていない現状 

敷地をどう捉えたか。 



＋ 
・統合により、若葉地区からの児童が増加 

・敷地北側の交差点が「人・自転車・車」で混雑 
・北側にある門を登校時に使っていない現状 

敷地をどう捉えたか。 



＋ 
・統合により、若葉地区からの児童が増加 

・敷地北側の交差点が「人・自転車・車」で混雑 
・北側にある門を登校時に使っていない現状 

敷地をどう捉えたか。 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 

広場 



「広場」＝安全なアプローチ空間 

若葉 
ケヤキモール 

敷地をどう捉えたか。 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 



校舎の配置をどう考えたか 



既存の敷地 

校舎の配置をどう考えたか 



若葉小 けやき台小 

航空写真による概算面積算定です。 

校舎の配置をどう考えたか 

A案：４階校舎 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 



校舎の配置をどう考えたか 

  広 場 



プールの比較検討 



プール 

¥36,000千円 ¥64,000千円 ¥113,500千円 



プール 

¥113,500千円 ¥243,500千円 ¥332,000千円 



体育館 



体育館 



体育館 



体育館 



多目的室（ホール）の広さや設え 



子どもたちの発表する力を伸ばすための工夫 多目的室（ホール） 【横芝中学校】 



学校を支援する地域の方の居場所 



3-1   

地域ゾーン 
多目的室 

学校を支援す
る地域の方の
居場所 

交流の核 
 

何時でも誰でも 
利用できる 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 



〇活動のイメージ（これまで出された意見） 
・朝の登下校ボランティアの活動拠点 
・地域交流の場の確保、 
・子どもとお年寄りのふれあうスペースの確保 
・同窓会室の設置 
 
〇課題点（ワークショップでの意見） 
・不特定多数の方が出入りすることに対する不安 



屋外空間 【北側道路・屋上利用・ビオトープ等】 



屋外空間 【北側道路について】 

現況図 

新校舎イメージ図 

約2.5ｍ 

車・人 

車 人 

歩道を拡幅し歩車分離 



屋外空間 【北側道路について】 

現況図 

新校舎イメージ図 
交差点の見通しを改善 



屋外空間 【北側道路について】 

歩道を拡幅のイメージ 



屋外空間 【屋上庭園】 

屋上緑化 屋上菜園・ビオトープ 



屋外空間 【屋上庭園】 

←各階のテラス 

↑屋上菜園・理科テラス 



屋外空間 【ビオトープ等】  

↑植樹祭の様子 

←↑ビオトープ 



防災拠点 



防災拠点 【避難所のゾーニング】 

出典：災害に強い学校施設の在り方について～津波対策及び避難所としての防災機能の強化～より 



防災拠点 【避難所のゾーニング】 

避難所エリアをまとめたゾーニング 学校エリア 

2次避難所 

1次避難所 

要配慮者スペース 

屋根のある外部空間 

校庭と連携 

運営スペース 



防災拠点 【防災備蓄倉庫】 

・アリーナに近接して配置 
 

・定期的な備蓄の入れ替え
作業スペース 
 
・車が寄り付けるスペース 
 

・既存マンホールトイレに
近接した位置 



防災拠点 【防災備蓄倉庫】 

・アリーナに近接して配置 
 

・定期的な備蓄の入れ替え
作業スペース 
 
・車が寄り付けるスペース 
 

・既存マンホールトイレに
近接した位置 

車 



防災拠点 【防災備蓄倉庫】 

・アリーナに近接して配置 
 

・定期的な備蓄の入れ替え
作業スペース 
 
・車が寄り付けるスペース 
 

・既存マンホールトイレに
近接した位置 



防災拠点 【プール水の利用】 

屋上プール水の有効活用 
・消火に利用した例       ・トイレ洗浄水に利用した例  

プール 

採水口 
出典：国土交通省HPより 



バリアフリー 



バリアフリー 

〇車いす用駐車場から正門までのルート 



バリアフリー 【多目的便所】 

TOTO：バリアフリーブックより抜粋 

・車いす利用 
・オストメイト 
・骨折時などの対応 



学びの空間 



Ａ 学びの空間として大切にしていること 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 



Ａ 学びの空間として大切にしていること 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 



生活空間 



Ｂ 生活空間として大切にしていること 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 



教職員の空間 



Ｃ 教職員の空間 

写真や図はプロポーザル提案資料のイメージです 
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学校統合の経過 

 

Ⅳ 学校づくりの理念・ 
建設方針案 

 



学校づくりの理念 

学校づくりの理念と
４つのコンセプト 

学校づくりの
理念 

 



建設方針について ① 

■学ぶ楽しさ、教える喜びが実感できる学校づくり 
（学習環境について） 
 
・教室数は各学年3クラスとし、児童数が増えることを想定
し、多目的教室を複数設ける。 
・普通教室は自然採光、自然通風に配慮する。 
・教室廻りに収納スペースを充実させる。 

・特別支援学級については、若葉小の現状のスペースを踏
まえた設えとする。 
・教職員の動線等に配慮し、働く環境を整える。 

・表現する力を身につける教育をサポートする発表の場の
空間づくりを行う。 
・外国語活動が充実できる空間づくりを行う。 



建設方針について ② 

■思う存分体を動かし様々な体験ができる学校づくり（屋
外学習環境について） 
 
・校庭は、現在の若葉小（7,300㎡）、けやき台小（5,800㎡） 
より広い面積を確保する。 

・校舎は、広い校庭を確保しつつ、建物全体の面積を踏ま
え、４階建とする。 

・プールは、敷地の有効利用の観点から、建物屋上に設け
ることとする。 
・学級菜園や農作業ができるスペースを設ける。 

・地域の利用も踏まえ野球、サッカーができる寸法・設えと
する。 
  



建設方針について ③ 

■明日また行きたくなる楽しい学校づくり 
（生活空間・安心安全について） 
 
・トイレは全て洋式とする。 

・普通教室、特別教室、管理諸室等には空調機を設置す
る。 
・学年を超えた交流空間を設ける。 
・防音性に配慮した教室等の配置を行なう。 
・校舎北側の道路から通学する児童の安全を確保する。 
・校舎全体に目の行き届く空間づくりを行なう。 
・駐車場の出入口は児童の出入口と離して設ける。 



建設方針について ④ 

■地域をつなぎ未来を拓く学校づくり 
（複合施設・地域連携・防災拠点について） 
 

・学童保育所は、学校と複合化する。学童保育所の定員
は90名とする。 
・学校を支援する地域の方々が集える空間を設ける。 

・防災拠点となる施設づくりを行う。耐震安全性を高めた
施設とする。 
・備蓄倉庫を体育館と連携した位置に配置する。 



建設方針について ⑤ 

■その他 
 
・1,2学年は35人学級、3～6学年は40人学級とする。 
・給食は共同調理場からの配食方式とする。 
・バリアフリーな校舎としてEV・多目的便所を設置する。 

・駐車場は車椅子用、給食搬入、備品搬入用の駐車場を
設ける。 
・両校の記録を残すための展示等のスペースを設ける。 
・環境を考慮した設備を設ける。 
・ランニングコストを配慮した施設とする。 
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学校統合の経過 

Ⅴ 配置案 
 

 （模型で説明します） 
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学校統合の経過 

 

 Ⅵ  （平成30年度からの） 
     仮設校舎について 
 



仮設校舎 

概要 

・平成30年4月にけやき台小学校と若葉小学校を
統合し、新学校を設立します。 
・新学校の校舎は、平成30年4月から平成33年3月
までの3年間、若葉小学校の既存校舎と若葉小学

校の校庭の一部を使って建設する仮設校舎を暫
定的に使用します。 

・この間、けやき台小学校を解体し新校舎を建設し、
平成33年4月に新校舎に移転します。 



仮設校舎 

新学校設立までの仮設校舎のスケジュール 

平成29年 平成30年 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

設計 

説明会 

工事 

引越し 

新学校 
スタート 



仮設校舎 

教室等の配置案 

建物 配置予定の教室等 

若葉小学校の既存校舎 ・管理諸室（職員室、校長室、  
保健室、事務室ほか） 
・普通教室 
・特別教室 
・たんぽぽ学級 

若葉小学校の校庭の一部
に建設する仮設校舎 

・学童保育所（定員：60名） 
・特別支援教室キラリ 
・生活科室 
・ＰＴＡ室 
・倉庫 



仮設校舎 

第八小学校の校庭内に建設した仮設校舎 

普通教室 

トイレ 



仮設校舎 

配置案 



仮設校舎 

校庭 

・校庭は現状より狭くなります。今後、配置等の設
計を進めるうえで、体育授業に影響が生じないよう
検討します。 
 
・仮設校舎を建設する平成29年11月から平成30年
2月までは工事車両の搬入等のため仮囲いを設け
ます。 


